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概
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述
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史
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述
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又
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れ
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。
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向
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本
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さ
れ
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い
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所
を
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U

で
改

め
、
又
、
そ
の
後
安
永
初
年
ま
で
の
変
更
個
所
を
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明
治
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創
設
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市
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よ

り
移

転
せ

る
寺

院
は

、
こ

の
表

よ
り

除
外

し
た
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又

、
東

別
院

、
西

別
院

の
l芥

頭
寺

院
は
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一

部
を

除
い

て
記

載
さ

れ
て

い
な

い
。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



知

第

一

必

需

於

割

削

荏

一

誌

l

i

l

-

-
国

h
い
置
l
「
伊
同
仲
「
「
附
皆
防
団
同
l
「
i
l
i
l
i
-
-
-
l
i

一

ミ

↑

E

減

山

叩

一

ミ

一

号
期
制
適
中
対
一
川
王
山
掛
川
刻
一
然
悼
公
一
対
日
B
q

へ
開
通
一
円
三

一

一

一

一

¥

-

ご

と

」

F

部

3
-
一

一

ミ

一

ミ

一

端

街

中

一

ミ

ミ

一

一
同
同
州
洲
一
J
司
同
判
」
l
制
|
嗣
4
1
l
i
l
i
-
-

寸
I
l
l
i
l
i
-
-

十石訓鵠韓岬
γ吐沫沫一
E跨帆配川1十可吋一釦判叶判
14叫「削引劃引「1|」一引
引
引
引
劃
副
主

E配

一
対
耐
飾
附
山
必
叩
u汁
対
一
、
、
、
一

ι球
昧
守
穿?TU

需

一

什

N
諦

l
拙硝附圃耳H

一
凶
u対パ
A

品十T
九抑刊(会
4
1討ム

ωωs屯

3)
珍
亙
ト
粁
片
守
三
剖
繋w如

一一刻

ur磁
山

叩

洲

一

ミ

一

消

羽

山

世

相

一

剖

飾

品

川

耳

一

凶

u
N
印
有

(
4
1
ι

ロ
)
診

E
i円
守
一
蕊
聞

け
嗣
川
岡
閣
内
〔
川
門

U
M川
町
内
寸
判
明
百
『
!
ー
円
閣
聞

3副
司

川

一
測

e
p
d
u対
一

議

刻

一

刻

J
同
|
山
州
|
寸
|
|
|
叫

1
1
1
1
1
1
J
U

一
号
明
報
通
叶
川
河
一
川
耳
裕
湘
一
例
凶
作
品
中
一

レ
凶
い
|
什
品
4A-uπ

↑

跨

琳

湘

一

而

中

山

叩

一

計

一

騎

胸

中

E
H

ヤサ

4
m
N一
、
」
ノ
仲
柏
戸

E

」
岡
「
|

4mkや

4
m
m
 

4mhい
4mu可

43 

貞
享
二
年
よ
り
正
徳
四
年
ま
で
の
変
動

一
、
貞
享
記
に
よ
寸
領
御
朱
印
H

と
あ
っ
て
正
徳

記
に
そ
の
記
載
の
無
い
も
の
に

3
東
光
寺
と
は

f
-
、

f
l
、

清
源
寺
と
が
あ
る
。

。
清
源
寺
は
慶
長
年
間
一
乗
一
谷
よ
り
北
庄
へ
移

転
し
た
寺
院
で
あ
る
。
寛
文
十
三
年
(
一
六

七
一
二
)
九
月
、
四
代
光
通
に
よ
り
永
寿
院
菩

提
と
し
て
吉
田
郡
経
団
村
の
内
高
弐
拾
石
寄

附
さ
れ
た
が
、
貞
享
三
年
大
法
後
没
収
さ
れ

て
い
る
。

。
東
光
寺
は
寛
永
元
年
(
一
六
二
四
)
三
代
忠

昌
の
越
前
転
封
と
共
に
高
田
よ
り
引
越
し
た

松
原

福
井
城
下
寺
社
資
料

前

事

蕗

司

崎

洋

中

耕

主芸

岩
山
)

寺
院
で
あ
る
。
寺
院
書
上
に
よ
寸
領
五
拾
石

甘
人
扶
持
御
寄
附
H

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
清

源
寺
同
様
、
貞
享
大
法
後
没
収
さ
れ
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。

二
、
寺
院
の
廃
絶
H
寺
院
の
増
加
は
一
ケ
?
?
も
見

ゆ
れ
な
い
が
減
少
は
組
本
寿
寺
、
却
正
法
寺
、

m善
行
寺
の
三
ケ
寺
山
山
知
ら
れ
る
勺
乙
れ
ら
は

い
ず
れ
も
法
華
宗
寺
院
で
橋
南
石
場
寺
町
に
在

っ
た
。
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
住
職
不
儀
露

顕
し
て
寺
断
絶
、
寺
地
没
収
と
な
っ
た
o

元
禄
七
年
十
一
月
十
一
日
〔
御
用
留

抜
集
付
〕

組|

村
、
法
花
宗
石
場
寺
町
木
寿
寺
・
善
行
寺
・
正

法
寺
右
コ
一
7

寺
住
持
不
儀
露
顕
之
様
子
ニ
付

一
宗
へ
申
渡
尋
被
申
付
候
処
行
処
不
相
知

候
、
此
段
七
月
十
日
ニ
御
留
有
之
、
右
之
趣

江
戸
へ
申
上
候
処
最
早
詮
儀
ニ
不
及
候
、
先

年
正
法
寺
先
住
御
仕
置
ニ
被
仰
付
候
節
、
童

市
不
儀
之
僧
於
有
之
ハ
寺
地
御
差
上
可
成
旨

申
渡
置
候
、
其
趣
ニ
今
度
三
ヶ
，
寺
之
寺
地
御

差
上
ヶ
可
成
間
其
段
取
扱
候
様
、
江
戸
ぷ
申

来
、
其
渥
美
新
右
ヱ
門
へ
被
仰
付
候
事

三
、
寺
院
移
転
日
伽
金
西
寺
、

ω寛
天
寺
、

M
山一妙
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性
寺
、
倒
花
応
院
、
間
大
仏
寺
、
間
徳
川
腕
ヰ
ム
リ
の

六

ケ

寺

が

見

ら

れ

る

。

(

O
金
四
寺
、
寛
天
寺
、
妙
性
寺
は
前
記
の
寺
、

断
絶
後
そ
の
跡
地
へ
移
転
せ
し
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

一
見
禄
八
年
二
月
十
六
日
門
御
用
留
抜
集

付
U

石
場
寺
町
コ
プ
ノ
寺
之
地
所
御
攻
上
候
処
へ
左

之
通
替
被
下
、

外
中
島
禅
宗

正

法

寺

寺

地

寺

共

ニ

金

西

寺

同
処
同
宗

寛
天
寺

同
処
法
華
宗妙

性
寺

本
寿
寺

右
同
断

善
行
寺

右
同
断

鎖
掻
堂
共
一
一

右
替
被
下
中
島
之
寺
地
寺
共
ニ
御
取
上
閥
所

ニ
相
成
ル

。
花
応
院
(
御
旗
町
↓
神
明
中
町
後
)
、
大
仙

寺
(
外
中
島
↓
小
田
原
町
後
)
、
徳
勝
寺
(

下
寺
町
↓
神
明
裏
町
)
の
三
ケ
寺
は
移
転
年

代
不
明
で
あ
る
が
、
貞
享
三
年
の
大
法
後
取

り
払
わ
れ
た
侍
屋
敷
跡
に
寺
地
を
求
め
て
移

転
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

。

ω八
幡
別
当
事
院
正
顕
寺
は
町
名
に
よ
る
移
動

は
見
ら
れ
な
い
が
、
宝
永
五
年
(
一
七

O

八
)
神
社
火
災
に
躍
り
た
る
た
め
、
七
代
吉

品
よ
り
御
舟
町
(
現
地
)
に
社
地
五
百
四
捨

除
坪
寄
進
さ
れ
て
移
転
し
て
い
る
。

。
凶
正
光
寺
も
町
名
に
移
動
は
な
い
が
、
貞
享

三
年
(
一
六
八
六
)
に
木
田
淡
原
町
よ
り
、

木
田
新
町
へ
移
っ
て
い
る
。
(
当
寺
記
録
、

版
下
絵
図
よ
り
)

。
凶
木
田
横
町
教
重
寺
も
貞
享
、
正
徳
聞
に
山

奥
町
筋
に
寺
基
を
移
転
し
、
旧
寺
地
は
そ
の

ま
ま
当
寺
持
分
と
し
て
い
る
。

(
E
徳
三
年

城
下
絵
図
よ
り
)

四
、
寺
名
改
号

。

ω浄
光
院
↓
運
正
寺
H
宝
永
六
年
(
一
七

O

九
)
二
月
四
日
改
号
。

宝
永
六
年
二
月
四
日
〔
御
用
留
抜
集
付
〕

浄
光
院
事
公
方
様
御
他
界
ニ
付
(
同
綱
士
T
l

宝
永
六
年
一
月
)
御
台
様
御
院
号
浄
光
院
と

被
為
附
候
ニ
付
己
来
運
正
寺
と
寺
号
唱
候
様

被
仰
出
侯
事

正
徳
四
年
よ
り
安
永
年
閉
ま
で
の
変
動

一
、
寺
院
転
入
hu
享
保
六
年
(
一
七
二
一
)
福
井

藩
主
松
平
吉
邦
死
去
後
、
松
岡
藩
主
昌
平
川

福
井
藩
主
と
な
っ
て
松
岡
館
を
始
め
、
松
岡

藩
士
を
す
べ
て
福
井
へ
引
揚
げ
さ
せ
た
。
乙

れ
と
同
時
に
藩
士
菩
提
寺
と
し
て
の
四
常
休

院
、
問
宗
円
寺
、
四
泰
遠
寺
、
周
一
縁
成
寺
も

福
井
へ
引
越
し
て
い
る
。
そ
の
他
引
越
し
寺

院
と
し
て
は
次
の
コ
ヲ
寺
が
あ
る
。

。
町
信
行
寺
は
正
徳
四
年
(
一
七
一
四
)
足
羽

郡
若
杉
村
よ
り
移
転
す
。

。
田
正
竜
寺
寺
地
は
享
保
十
八
年
(
一
七
三

一
一
一
)
悶
蓮
照
寺
へ
売
渡
し
)
、
別
表
参
照
)

正
竜
寺
寺
号
は
本
寺
の
神
宮
寺
妙
経
寺
預
り

と
な
っ
た
。

。
間
専
光
寺
は
延
古
子
三
年
(
一
七
四
六
)
足
羽

郡
河
北
村
よ
り
移
転
す
。

〔
注
記
〕
貞
享
・
正
徳
別
記
に
は
寺
名
が
見
え

て
い
な
い
が
、
従
来
よ
り
凶
浄
善
寺
・
印

円
覚
寺
は
西
御
堂
寺
内
に
、
又
一
助
教
覚
寺

.
小
川
菩
提
寺
も
中
野
本
山
専
照
寺
の
寺
内

に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

又
問
森
厳
寺
は
宝
永
五
年
二
七

O
八
)

既
に
寺
号
免
許
と
な
っ
て
い
る
が
、
城
下

外
で
あ
っ
た
た
め
か
H

正
徳
別
記
H

に
は

寺
名
が
見
え
て
い
な
い
。

「
中
納
言
様
(
秀
康
)
御
葬
所
故
元
禄
十
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一
年
運
正
寺
よ
り
被
二
相
願
一
小
庵
を
建

立
仕
、
翌
年
観
音
堂
建
立
、
宝
永
五
年
運

正
寺
よ
り
被
一
一
相
願
二
守
号
御
免
、
享
保

五
年
よ
り
年
々
十
俵
づ
っ
被
二
下
置
一
候

云
々
」

l
(寺
院
書
上
)

二
、
寺
号
移
転
日
藩
政
中
期
以
降
、
特
に
真
宗
以

外
の
寺
院
に
お
い
て
は
檀
徒
の
減
少
に
よ
っ
て

小
末
寺
で
廃
絶
す
る
も
の
が
多
く
な
り
、
寺
号

の
み
が
本
寺
預
か
り
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
幕

府
の
寺
院
政
策
は
新
寺
の
建
立
を
ゆ
る
さ
な
か

っ
た
の
で
、
苦
肉
の
策
と
し
て
新
し
く
創
立
さ

れ
た
道
場
や
庵
室
は
こ
れ
等
浮
寺
号
を
買
得
し

て
寺
社
奉
行
よ
り
認
可
さ
れ
た
寺
院
と
し
て
創

立
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
従
っ
て
各
寺
院
由
緒

書
に
寺
院
の
移
転
と
あ
っ
て
も
、
た
だ
単
に
寺

号
の
移
転
の
み
を
意
味
し
、
旧
寺
と
の
法
脈
・

血
脈
は
皆
無
の
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。

。

ω寛
天
寺
は
先
記
し
た
如
く
元
禄
八
年
外
中

島
よ
り
石
場
寺
町
へ
移
っ
て
い
る
が
更
に
享

保
初
年
南
条
郡
鯖
波
村
へ
移
転
し
て
い
る
。

(
寺
号
移
転
か
)

o
m竜
調
院

ー
寛
保
三
年
(
一
七
四
三
)
十
二
月
十
一
日

円
御
用
留
抜
書
同
〕

一
、
心
月
寺
持
分
之
末
竜
調
院
と
申
寺
号
、
湯

松
原

福
井
城
下
寺
社
資
料

尾
村
(
南
条
郡
)
智
明
と
申
僧
、
右
寺
号
望

候
ニ
付
譲
申
度
旨
、
願
之
通
岩
上
梶
太
夫
へ

申
渡
之
。

。
沼
陽
林
寺

宝
暦
十
年
(
一
七
六

O
)
四
月
廿
九
日
門

御
用
留
抜
書
判
〕

一
、
永
春
寺
末
寺
陽
林
寺
と
申
浮
寺
号
、
今
庄

村
(
南
条
郡
)
慈
現
庵
へ
貰
受
候
儀
願
之
通

被
仰
付
候
事
・
・
・
。

@
伺
宝
蔵
寺
は
天
台
律
宗
よ
り
黄
柴
樟
宗
と
宗

派
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
明
和
七
年
(
一
七

七
O
)
西
山
光
照
寺
持
分
の
浮
寺
号
宝
蔵
寺

を
買
得
し
て
、
開
基
周
法
和
尚
、
久
保
町
の

商
家
大
黒
屋
片
山
平
三
郎
大
檀
那
と
し
て
、

黄
柴
宗
寺
院
を
創
建
し
た
も
の
で
あ
る
。

明
和
七
年
六
月
廿
五
日
門
御
用
留
抜
書

伺〕

一
、
西
山
光
照
寺
末
寺
宝
蔵
寺
寺
号
井
寺
院
共

(
周
法
・
刀
)

ニ
黄
集
宗
秀
峰
と
申
僧
へ
相
譲
度
旨
、
両
本

山
相
障
儀
無
之
旨
三
間
相
願
双
方
願
之
通
被

仰
付
候
。

。
印
円
流
寺
(
浄
仏
寺
末
↓
西
山
光
照
寺
末
)

安
永
元
年
(
一
七
七
二
)
五
月
十
一
日
〔

御
用
留
抜
再
編
〕

『
傍
点
筆
者
〉

一
、
西
山
町
浄
仏
寺
持
分
神
宮
寺
町
円
流
寺
と

申
浮
寺
号
井
寺
地
共
ニ
同
町
光
照
寺
へ
相
譲

度
旨
、
光
照
寺
儀
も
請
申
度
旨
、
尤
両
寺
共

-
一
本
山
へ
も
相
違
候
処
、
相
障
儀
無
之
旨
ュ
付

相
願
候
、
依
之
願
之
通
被
仰
付
候
、
其
段
両

寺
へ
可
被
申
上
事
。

。

m徳
上
寺
↓
現
在
坂
井
郡
女
形
谷
へ
移
転
し

て
い
る
。

三
、
寺
院
移
転
リ
汀
専
照
寺
、

5
医
王
院
、
お
清

光
院
の
一
ニ
ヶ
寺
は
町
名
か
ら
は
寺
移
転
が
知
ら

れ
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
城
下
内
で
寺
地
移
転
が

行
わ
れ
て
い
る
。

。
山
山
専
照
寺
l
享
保
九
年
(
一
七
二
四
)
堀
小

路
よ
り
現
地
へ
移
転
。

@
何
天
王
別
当
医
王
院

l
享
保
十
七
年
(
一
七
三

二
)
郭
内
天
王
町
よ
り
志
比
口
へ
移
転
。

。
問
清
光
院

i
木
田
観
音
町
の
伽
孝
顕
寺
下
屋

敷
(
孝
顕
寺
十
三
世
易
室
和
向
隠
居
所
)
と

外
中
島
清
光
院
と
を
合
併
し
て
御
舟
町
に
移

転
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
(
拾
遺
録
・
城

下
絵
図
)
そ
の
後
文
化
八
年
(
一
八
一
一
)

木
田
赤
坂
に
再
移
転
。

。
的
問
地
蔵
院
(
宗
寿
寺
)
|
各
城
下
絵
図
よ
り
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推
定
し
て
享
保
末
年
頃
日
御
獄
寺
へ
移
転
併

合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

@
出
願
乗
寺
(
夷
町
↓
田
原
町

)
l明
和
三
年

(
一
七
六
六
)
三
月
大
火
類
焼
後
、
同
年
六

月
に
移
転
。

@
尚
回
花
応
院
(
神
明
中
町
後
↓
与
力
町
)
、

問
大
仙
寺
(
小
国
原
町
後
↓
与
力
町
)
、
国

光
明
寺
、
川
勝
楽
寺
、

m正
善
寺
、

m法
円

寺
、
一
明
願
照
寺
、
山
宗
源
寺
(
土
居
原
町
↓

田
原
町
)
と
町
名
に
変
更
が
見
ら
れ
る
が
、

乙
れ
は
寺
院
が
移
動
し
た
の
で
は
な
く
町
名

改
号
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
寺
号
改
号
H
と
の
期
間
、
寺
名
の
改
号
が
多

く
見
ら
れ
る
。
乙
れ
は
宝
永
六
年
の
運
正
寺
改

号
の
場
合
と
同
様
、
藩
主
松
平
家
内
の
逝
去
に

よ
る
院
号
な
ど
の
同
音
、
同
字
に
差
障
わ
り

の
た
め
改
号
を
仰
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が

多
い
。
乙
こ
に
は
城
下
内
の
寺
院
の
み
を
示

例
し
た
が
、
城
下
外
の
寺
院
に
も
乙
の
例
が

多
い
。
当
時
の
領
主
の
権
力
の
一
端
が
知
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

。
回
成
円
寺
(
↓
教
円
寺

)
l享
保
三
年
(
一

七
一
八
)
六
月
国
主
松
平
家
に
於
い
て
(
?
)

寺
号
文
字
差
障
り
の
趣
に
よ
っ
て
改
号
(
当

寺
記
録
)

。

ω宝
泉
寺
(
↓
霊
泉
寺
)
|
享
保
六
年
刊
藩

主
宗
昌
逝
去
、
法
名
豊
仙
院
、
享
保
九
年
(

一
七
二
四
)
改
号

。
吃
阿
弥
陀
寺
(
↓
東
雲
寺

)
l享
保
末
年
改

号
(
拾
遺
録
に

H

当
寺
古
昔
寺
前
村
に
在

り
H

と
あ
る
。
恐
ら
く
浮
寺
号
を
買
得
し
た

も
の
か
?

o
m徳
勝
寺
(
↓
了
勝
寺
)
-
寛
延
二
年
賦
藩

主
宗
短
逝
去
、
法
名
徳
正
院
、
翌
年
(
一
七

五
O
)
改
号

。
一
四
一
教
重
寺
(
↓
教
住
寺

)
l
H領
主
越
前
守

(
傍
点
筆
者
)

殿
諒
重
昌
依
之
改
而
宝
麿
五
年
七
月
依
願
為

教
住
寺
ニ
(
当
寺
記
録

)
l天
保
十
二
年
(

一
八
四
一
)
再
び
教
重
寺
と
改
号
。

。
凶
教
重
寺
(
↓
教
受
寺
)
|
右
と
同
様
か

0

0
凶
正
光
寺
(
↓
正
蔵
寺

)
l寛
保
三
年
(
一

七
四
三
)
附
藩
主
宗
短
の
御
内
室
勝
姫

M
才

卒
去
、
法
名
照
光
院
、
宝
暦
十
年
(
一
七
六

O
)
改
名
仰
付
け
ら
る
。

ヨ ③ @
(122) (114)院七 (118)
正誓‘五玄
徳 行 玄 ・ 八 照
寺寺・)寺
，-， ，-，源・ 12代 (
↓ ↓ 巨 藩 ↓
正 清 音 + 願
満行のエ照
寺寺た重寺
'-" ' - " め 昌 )

改逝|
号去宝

暦
法 八
名年
源 ・ (
隆一

安
永
年
間
よ
り
明
治
維
新
ま
で
の
変
動

一
、
寺
院
の
退
転

ql
プ
加
叩
専
明
院
i
寛
延
元
年
二
七
四
八
)
丹
生

郡
殿
下
村
国
山
(
現
在
福
井
市
)
へ
移
転

(
寺
号
移
転
か
)
。
現
在
の
愛
染
寺
で
あ

7
Q

。

。
仰
恵
雲
寺

l
安
永
五
年
(
一
七
七
六
)
、
三

国
へ
寺
号
移
転
。

。

ω久
昌
寺

l
文
化
年
中
(
一
八

O
四
)
、
三

国
へ
寺
号
移
転
。

o
m円
流
寺

l
文
政
八
年
(
一
八
二
五
)
坂
井

郡
長
橋
村
の
石
橋
浄
光
寺
道
場
へ
寺
号
移

転。

。
印
西
方
寺
、
白
妙
貞
寺
、
制
真
源
寺
の
三
ク
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寺
は
幕
末
の
頃
、
殆
ん
ど
廃
寺
同
様
と
な

り
、
寺
地
・
寺
号
の
み
が
残
る
。

二
、
寺
院
移
転

。
胤
浄
願
寺
!
天
明
年
度
(
一
七
八
一
)
専
照

寺
境
内
へ
移
転
。

@
市
慶
福
寺

l
覧
政
六
年
(
一
七
九
四
)
花
月

上
町
へ
移
転
o

o
m西
念
寺

l
享
和
元
年
類
焼
後
、
同
三
年
(

一
八

O
三
)
現
地
へ
移
転
。

む
国
浄
善
寺
|
天
保
五
年
(
一
八
三
四
)
商
別

院
境
内
よ
り
現
地
へ
移
転
。

三
、
寺
名
改
号

C
M妙
蔵
寺
(
↓
本
法
寺

)
l天
保
八
年
類

焼
、
弘
化
三
年
七
月
初
旬
再
建
着
手
、
間
十

八
日
暴
風
に
て
倒
壊
、
こ
の
た
め
同
年
(
一

八
四
六
)
本
法
寺
と
改
号
パ
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